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中
学
佼
敷
地
災
害
復
旧
工
事
は
、
エ
~

事
餞
一
〇
、
三
六
九
千
円
を
も
っ
て

i

肱
川
姓
設
株
式
会
社
と
契
約
す
る
。
~

一
、
町
議
会
試
員
の
報
酬
は
前
年
届
よ

i

り
月
額
一
0
0
円
増
額
し
、
詔
長
一
~

三
、
0
0
0
円
、
副
議
長
一
0
、
五
[

0
0
円
、
詔
員
九
、
五
0
0
円
と
な
~

る。

．
一
、
教
両
委
員
会
委
員
の
報
酬
等
の
条

i

[
例
の
一
部
改
正
。

.

0

委
員
長
年
額
四
五
、
0
0
0
円
、
委

i

・
員
三
五
、
0
0
0
円
に
増
額
。
~

三
月
十
一
日
肱
川
町
議
会
が
招
集
せ
．
与
を
改
正
し
た
。
~
一
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
[

ら
れ
、
各
議
案
は
十
二
日
、
十
三
日
、
[
-
、
昭
和
四
十
二
年
度
一
般
会
計
補
正
．
正
。

委
員
会
の
審
査
に
付
し
、
十
五
日
本
会
・
予
算
。

i
0
退
識
所
得
金
を
保
険
税
の
対
象
よ
り
~

議
を
開
い
て
次
の
議
案
盆
部
が
議
決
さ
一

0

一

囮

、

一

四

九

千

円

を

追

加

し

た

主

．

除

外

す

る

こ

と

と

な

る

。

[

[
な
る
も
の
は
中
学
校
敷
地
災
害
復
旧
・
一
、
昭
和
四
十
三
年
俊
一
般
会
計
予
算
"

れ
た
。

一
、
肱
川
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
]
貝
[
費
1
0
、
八
五
九
千
円
。

[
O

予
算
総
頷
―
二
叫
、
0
0
0
千
円
、
~

]
昭
和
四
十
二
年
度
一
般
会
計
予
算
総
．
詳
細
は
三
月
公
民
館
報
に
発
載
済
に
~

会
委
員
の
選
任
。

0

委
員
和
気
未
満
氏
死
亡
、
上
岡
茂
夫
~
計
―
―
―
―
八
、
七
＝
二
千
円
と
な
る
。
つ
き
省
略
。

氏
任
期
満
了
に
よ
り
、
台
本
登
起
雄
[
-
、
国
民
健
康
保
険
単
業
特
別
会
計
袖
一
、
昭
和
四
十
三
年
度
国
民
健
康
保
険
~

氏
、
有
友
勇
氏
の
選
任
に
同
意
。
●
正
予
算
。
~
特
別
会
計
予
算

一
、
農
業
共
済
損
害
評
価
委
員
の
選
任
~
0

補
正
額
二
、
八
三
0
千
円
の
う
ち
主

[
0
予
算
額
三
三
、
七
二
三
千
円

0

委
員
玉
井
清
生
氏
、
大
久
保
通
稔
氏
~
な
る
も
の
は
、
保
険
給
付
費
一
、o
i
歳
入
―

の
転
出
に
伴
い
、
橋
本
季
行
氏
（
役
[
-
＝
二
千
円
、
予
算
費
充
当
一
、
六
八

i

保
険
税
・
九
、
九
六
三
千
円
~

場
職
員
）
、
山
中
誠
氏
（
普
及
技
術
~
五
千
円
、
四
十
二
年
度
予
算
総
計
―
―
―
~
国
支
出
金
二
0
、
八
八
九
千
円
~

員
）
の
選
任
に
同
意
C

;
五
、
0
八
七
千
円
と
な
る
。
こ
の
ろ
~
そ
の
他
二
、
八
七
一
千
円
~

一
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
改
正
~
ち
保
険
給
付
費
二
八
、
四
九
囮
千
円
。
~
歳
出

0

国

家

公

務

員

に

準

じ

て

町

職

員

の

給

[

-

、

工

事

請

負

契

約

に

つ

い

て

[

総

務

貨

ニ

ヽ

五

四

四

千

円

i

1
1

ー
ー
ー
ー
ー
ー
＇
ー
ー
ー

1
ー
1
1

ー

1
ー

1

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

1
1
1

ー

1
1
1
1

ー

i
l
I
I
I

ー
，
保
険
給
付
貨
二
九
、
六

3
六
千
円
~

[
保
険
施
設
費
一
、
三
四
四
千
円
~

そ
の
也
ニ
ニ
九
千
円
~

f
 

~
一
、
昭
和
四
十
三
年
農
業
共
済
事
業
特
~

~
別
会
計
予
算

八
‘
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~
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肱川分佼卒業式

選挙管理委員会

川上地区防犯，学校連絡会

肱中母子家庭卒業激励会

特別職等報酬審議会

3月定例議会

総務委員会

産業委貝会

乳牛集団検診

町内球技大会

青年団総会

定例部落長会

社会福祉協議会

各小学佼卒業式

へき地巡回診療（中津地区）

乳児検診

婦人会総会

肯年団役員会
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一
、
二
四
〇
千
円

~
苗
木
の
植
え
つ
け
や
、

：
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

~
マ
ツ
の
緑
か
き
も
や
っ
て
お
か
な
い

~
と
折
角
の
か
た
ち
が
く
ず
れ
て
し
ま
い

：
ま
す
。

~
モ
モ
、
ナ
シ
、
プ
ド
ウ
の
余
計
の
芽

使
用
料
七
八
六
千
円
使
用
料
手
数
料
七
、
九
五
五
千
円
~
を
か
い
て
、
よ
く
太
陽
が
あ
た
る
よ
ろ

そ
の
他
囚
五
四
千
円
~
繰
入
金
―
―
-
、
0
0
0
千
円
~
に
し
ま
す
。

歳
出
~
そ
の
他
／
一
六
五
千
円
~
つ
ぎ
木
、
さ
し
木
の
で
き
る
も
の
は
、

よ
う
に
や
っ
て
お
き

~
時
期
を
失
し
な
い

総
務
費
囮
七
七
千
円
~
歳
出

業
務
費
―
―
-
、
二
四
二
千
円
~
ま
し
ょ
う
。

三
八
六
千
円
~
総
務
課

そ
の
他
―
―
―
七
七
千
円
~
事
務
課
七
、
八
五
五
千
円
[
病
虫
害
予
防
も
注
意
が
肝
要
で
す

o

一
、
昭
和
四
十
三
年
度
給
食
セ
ン
ク
ー
~
そ
の
他
二
三
千
円
ぃ
ポ
ル
ド
ゥ
液
、
砒
酸
鉛
、

P
P
T

ダ

~
一
、
昭
和
四
十
三
年
腹
歯
科
診
療
所
特
~
イ
セ
ン
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
て
準

特
別
会
計
予
算
。

予
算
総
額
―
―
‘
l
二
0
千
円
~
別
会
計
予
算
。
」
備
し
ま
す
。

歳
入

~
0
予
算
総
額
―
-
0
千
円ヽ

林業だより 聾`三
肱川土場木材相場表

長寸 すぎ ひのき まつ そ の 他
7 cm下 9 0 9 3 ザッパルプ

4 m 8 //上 7 2 7 4 1. 5 m--2. 1 m 

l 1 2 11 6 8 1 0 0 未口 6cm上
4. 2 0 1 6 11 6 9 1 0 3 4 0 1 9円50銭

3 0 11 7 2 1 1 0 -4 6 

3. 0 
7 下 6 1 6 6 松バルプ

8 上 5 0 5 4 1. 5 m-2. 1 m 
l 1 3 11 9 1 1 2 5 未口 6cm上

3. 2 
1 6 " 6 6 9 5 2 4円 30銭

7 下 4 0 4 1 
2. 0 

8 上 2 5 2 5 松板材
l 1 6 11 3 5 4 2 2 7円～32円

2. 1 3 0 11 4 8 5 6 

1. 0 1 2上 2 2 2 5 

6. 0 1 3上 91 142 :1 
足 場 1mに付65--100

本表は肱川町内の自動単土場の価格です（オ当り）

故に 運賃や市場手数料など差し引いたものです

県森連しいたけ共同販売所に於ける

相場
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繰
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千

円

歳
出

総

務

課

固

九

六

千

円

公

債

貨

五

五

五

千

円

予

算

貨

九

九

千

円

一
、
そ
の
他
の
試
案

戚
員
の
旅
費
条
例
の
改
正

権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

手
入
れ
も
忘

四
月
の
園
芸
メ
モ

庭
木
と
果
樹
uJ
手
い
れ



洛
ち
つ
い
て
よ
う
す
を
み
る
こ
と
が
で
も
お
こ
り
ま
す
。
こ
ん
な
と
き
は
き

だ
い
じ
で
す
c

急
に
吐
く
と
渇
親
は
び
、
も
ち
わ
る
そ
う
で
、
ど
こ
と
な
く
元
気

っ
く
り
し
ま
す
が
陰
一
時
的
な
嘔
吐
は
・
が
な
い
も
の
で
す
。

生
理
的
な
も
の
で
、
食
べ
す
ぎ
た
り
、
．
r

あ
お
む
け
に
寝
か
せ
る
と
吐
い
た
も

艇
い
食
あ
た
り
、
乗
物
酔
い
な
ど
で
も
~
の
を
気
管
に
吸
い
こ
ん
で
危
険
な
の
で
、

お
こ
り
ま
す
0

:
半
腹
は
い
に
寝
か
せ
ま
す
。

か
ら
だ
を
ら
く
に
し
て
匂
し
は
ら
く
．
口
の
な
か
の
よ
ご
れ
を
手
早
く
き
れ

横
に
さ
せ
て
お
く
だ
け
で
お
さ
ま
る
こ
／
い
に
し
、
つ
づ
い
て
お
こ
る
嘔
吐
に
そ

と
が
お
お
い
の
で
す
c

[

な
え
て
洗
面
器
、
ビ
ニ
ー
ル
布
な
ど
の

こ

と

し

の

カ

ゼ

巳

胃

腸

障

害

を

お
□

用
意
を
し
ま
す
。

こ

し

や

す

く

、

吐

い

た

り

、

下

痢

を

し

熱

の

有

無

、

痛

い

と

こ

る

が

あ

る

か

一

た

り

す

る

子

供

が

認

お

い

よ

う

で

す

り

ど

う

竺

嘔

吐

の

固

叙

と

間

隔

、

そ

の

一
囁
辻
乞
く
り
遮
す
と
き
に
は
、
カ
ゼ
内
浴
と
菱
な
ど
を
誠
べ
て
お
き
、
診
祭
一

；

、

自

琢

中

毒

、

消

に

不

臭

赤

痢

な

ど

の

と

き

の

ち

に

し

ま

す

。

一

一

が

考
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ら

れ

、

ま

た

言

＿
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る

だ

け
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子
供
が
吐
い
た
と
き

こ

れ

か

ら

．

昭

和

三

年

度

の

新

し
く
納
税
が
始
ま
り
ま
す
。
今
年
度
も
．

宜
敷
く
御
願
い
し
ま
す
。
新
し
く
改
正
・

さ
れ
ま
し
た
税
法
の
関
係
分
を
ひ
ろ
っ

て
み
ま
し
た
。
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、

0
0
0円

の

控

除

引

上

げ

．

が
老
年
者
、

のヽ

午
后

1
時

鹿
野

◎
不
用
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当
日
ひ
き
出
し
て
下
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＼
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‘る満あ金加 税満が
住゜でる額算延をであ
民 あとに金滞除ある
税 るきっ｀金きると

の と‘い又 ‘tとき
引 き 又 て は 過 こ き ら

上 はは百遠少れは又
一げ ‘全円付申を‘は千
万 こ額未加告切政全円
円 れが満算加捨会額未

五の金算てでが演
百端の金る定千の
円数確も〇め円

て未が定重 る未
..., •··························... 

四国
，，、 ロイ生小ロイ専 ハロ

｀のこ 00 ・〇‘命規万‘+‘業人除苔＆

三合え 00-0支保模円白七青者 ・ 目 対 扶 配
五計る円〇五円払険企 色万色控〇）象養
‘額部と円、まっ料業 事円専除扶配控

0 分‘ま 0 でた控共 業 従の養偶除
0 のーで 0 の保除済 専

゜
者引控者五

二五の 0 場険の掛 従 給上除が
円 分‘場円合料引金 者 与げ八な
をの 0合を全が上控控額万 い 円
こ ー 0 ー こ 額 ー げ 除 除 の 円場但
えの 0 五え五の額限＇

額円
合し

、三‘新十度 p). 

と を 〇 五 〇 設 一 額 ー 控
.I.  ． ．．．ー・・・・如●●今．．，．＊・・・・` ｀，．．.......ャ•.．．．．.．．．．.................,.......................會•..............................

四
はにとの定はか前のて売 はこたる公超は

三 丙回

今おさ先価前らの先い定こ町とは小社え
‘なてま二れい農 動用 •非二寡 障 ロ イ障

年けれ渡の年や経上る価の内に こ売 がて 消川 ば゜ そ四 以ー
こ肱たいもた日はて耕し車小原軽課十婦障害八雫勤‘害合

度るてし全のた験本影をた小なの人市い貨町こ の 月 降 年
は 作 た 税 型 動 自 税八の害者万

のたい本 国 た は か 叙 響 値 は 売 っ本を町
‘業がの特付動°万 納 者 等 円

たばる数平はこらがで上こ店て数通村
る 税 へ 消 年二廃分四用っ月殊自車 円税‘のの
゜は専費

はこのを均こ消明滅五げもでい にしのこ
分日車の月小て割自転税 以 義 未 非

｀売税
こ売で乗単一費ら少月す本員るよて区の年公

の以し税ー型食課動車 下務青

消上 昭 じ価本税かす以る年
税降て客員日特、原税車お

つのり売域税額社
の老年税と

賀 本 和 てに当のでる降こ五 c
額新もがに殊動がによ

r で計渡内金三よ
所 に 者 範 な

税叙四得当り課あこのと月下
はた遠課所自付廃かび 得対‘囲つ

‘算しにの百り 課に付さ有動自止
額の十た 核の税るとたにかさた さた所算万人

か裟 のし老のた

の滅三金年小標こがはならい
税取されし車転さる耕 場て年拡 m

はれ製存定円る
減少年額度売準と従こつ小

さ得れ固てに車れ軽作 合 は 者 大
°こる造すはをた れしず月いつ｀た自業 は‘‘
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同固 5 固同固 5
月

す い鑑っ録 り
月犬狂かな゜札ての次まけ昭

8 7 の犬らお をお受のして和
日 日 日 日 日登病御‘ 受ら付狂たい

けれも犬°た
冷る行病 だ

とな予 く 年
こい防 時度

もるま注 期の
済はす射 が新
ま 登 の の :やし

が せ録で日 っい

必 て を 犬 程 て
要下しをで ま
で さて飼登 いを

I 
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H H と子 ま故あ であと新
◎ 子さぉじうとたっ‘次がさそすをさししさはし新園春

し 人 犬さどいく忘゜びりて道の大んこ°なんかょん子いしジの
まのはいも°れれ 出ゃい路事切にで にがしうがど制いのお
し迷必°が な も さ走るをにで交｀＂ よた，‘°たも服ラ
ょ惑ず

時と
あ いの なつ車横充す通お りは新 にた‘‘

うにつ
／期ず

ゎ ょゃ いての断分゜のか
、う

も・‘入 とち制ドがれ
なな て う‘ よいかす気 しあ 心お学
らい

つの帽七きと
て に学 うるげるを つさ 配子児

なで い気佼
て夢をルまと

注車かと付 けん ささを
い飼．る

も t 身 を し も
をゃ 意のらきけ をが れん持 大あに背たに

よつ と つ幼 しすとはて さた るのつ きりつ負゜‘
う て き け稚 まぐび｀、下せは と交た な‘けつ 新

‘ や て薗 し前出止さ る・ 思通お 喜おるた
他 も 下に ょにしまい こお い事か びかこり

゜
ヽ
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口

医 学

日

、：そ忍忍、そごご'--＾--―ー亡ごご';文竺`-：r 二`、こごご之了

日

程

犬
の
登
録
と

収
に
つ
な
が
る
の
で
こ
の
よ
う
な
．

誠
収
を
匝
避
す
る
た
め
毎
日
の
先
渡

し
本
数
に
一
定
の
袖
正
を
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

「
た
ば
こ
の
買
上
げ
は

町
内
の
小
売
店
で
」

子

消受火
山

防け入 林
の団て れ
あ等‘必の 火
つよず際 入；り 悶はへは

且を ／ 

人 よ-9、 _I 
， 乏 さ ズ 翠 ミz忍 9:<こz：：：：：会こゴニメ之Sとさななこざ乏ミっこ2そさZっこ2こさZ

0 

3. 3.3 1日現在

5.4 9 2 

1.2 4 9 

2, 7 4 

2, 7 5 

6 3、35 Km" 

狂
犬
病
注
射
を

h
'
 

・ょや

vi 

象
叫
砂

む
~
y

包
雌

急
い
で
い
る
と
き
は
、
と
び
出
し
や

車
の
直
前
ら
直
後
の
横
断
を
し
が
ち

な
の
で
危
険
で
す
。

こ
の
よ
う
な
事
の
な
い
よ
う
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

ら

『ヽふん

ろ
う

ょ歩もいこ
うき右てう
（｝ま側いに

L をて咲向

通
事
故



酒

運

転

は

や

め

よ

国

民

年

金

福
祉
年
金
所
得
状
況
届
を
出
そ
う
／
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つ

会
に
改
在
案
が
出
さ
れ
て
い
ま

~
こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
本
人
一

．
得
は
、
昨
年
、
二
十
六
万
円
以
．

~
で
な
け
れ
ば
福
祉
年
金
を
受
け

i

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
と

~
は
、
二
十
八
万
円
ま
で
認
め
ら

i

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、

]
偶
者
、
扶
養
義
務
者
の
所
絹
の

：
合
は
、
扶
養
親
族
五
人
（
六
人
家

二
族
）
の
標
準
世
帯
で
七
十
六
万
円

;
:
で
が
、
八
十
五
万
五

0
0
0
円

9

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

[
な
お
こ
の
改
正
案
に
は
、
年
金

七

0
オ
以
上
の
お
年
寄
り
、
母
子
家
・
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
県
に
報
額
の
増
額
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
て

庭
の
お
母
さ
ん
あ
る
い
は
身
体
障
害
者
告
し
、
県
は
こ
の
所
得
状
況
届
に
も
と
千
月
か
ら
老
令
福
祉
年
笠
が
一
、
ニ

:
0
0円
・
障
害
、
母
子
お
よ
び
他

:
母
子
福
祉
年
金
が
―
-
、
四

0
0円
、

が
受
け
て
い
ま
す
福
祉
年
金
の
五
月
期
ー
ず
い
て
、
福
祉
年
金
を
支
給
す
る
か
ど

分
支
払
い
が
五
月
六
日
よ
り
郵
便
局
で
．
う
か
を
審
査
す
る
と
い
う
大
切
な
届
出
：
そ
れ
ぞ
れ
増
額
さ
れ
ま
す
。
一

行
な
わ
れ
ま
す
0

:
で
す
。

i

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
い
ま
ー
り

従
っ
て
、
こ
の
届
を
出
し
忘
れ
ま
す

i

ま
で
福
祉
年
金
が
も
ら
え
な
か
っ
ー

19f‘

受
給
権
者
の
み
な
さ
ん
は
、
こ
の
五
[

、
．
と
、
県
で
は
審
査
が
出
来
ず
、
以
後
の
[
た
人
も
ヽ
そ
の
ま
ま
放
つ
て
お
か
’

：
ず
に
福
祉
年
金
の
所
得
状
況
届
を

月
期
分
年
金
を
受
取
ら
れ
ま
し
た
ら
一

~
出
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
足
で
役
場
へ
年
金
証
書
と
印
鑑
を
五
呻
祉
年
金
は
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
．

持
っ
て
行
き
、
「
福
祉
年
金
所
碍
状
況
届
」
;
の
で
、
五
月
期
分
の
年
金
を
受
け
取
っ
~
さ
ら
に
、
お
願
い
し
た
い
こ
と

の

手

続

き

を

し

て

下

さ

い

。

こ

た

ら

必

ず

こ

の

所

碍

状

況

届

を

し

て

下

・

は

住

所

や

氏

名

が

変

っ

た

時

、

あ

：
る
い
は
新
た
に
恩
給
な
ど
を
受
け

福
祉
年
金
は
、
受
け
て
い
る
本
人
ま
；
さ
い
。

ま
た
、
昨
年
こ
の
届
出
を
し
た
結
果
；
Q

よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
必
ず
町

；
役
場
へ
届
け
出
て
い
た
だ
き
た
い

た
は
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
の
所
得
i

i

こ
と
で
す
0

届
出
が
遅
く
な
り
ま

に
よ
っ
て
、
支
給
さ
れ
た
り
、
停
止
さ
玉
切
得
が
多
か
っ
た
た
め
に
福
祉
年
金
の
．

れ
た
り
す
る
「
所
娼
制
限
」
の
制
度
が
二
支
給
を
停
止
さ
れ
た
人
も
い
る
と
思
い
＇
す
と
年
金
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

王
す
。
こ
の
人
達
に
お
知
ら
せ
し
た
い
[
見
受
け
取
つ
ー
た
年
金
を
返
さ
ね

あ
り
ま
す
。

、
毎
~

は

、

福

[

苧

庄

福

祉

年

華

の

所

得

制

限

は

」

は

な

ら

な

vな
っ
た
り
す
る
こ
と

「
福
祉
年
金
所
娼
状
況
届
」

、
又
は
配
五
文
の
よ
う
に
制
限
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
：
が
あ
り
ま
す
の
で
早
く
届
け
出
て
一

．
下
さ
い
。
•
一

祉
年
金
を
受
け
て
い
る
本
人

、
本
年
も
今
開
か
れ
て
い
る
国
~

偶
者
、
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
褐
を
―
て
い
て

,
9
 

墨
霞
璽
霞
璽
籐
璽
霞
璽
晨

彦

ー

八

日

迄

に

文

書

で

申

し

込

ん

で

下

さ

い

。

i

彦

□
[
：
二
詞
冒
[
[

□[
I
[
[
[

〗
肱

童
謡
・
歌
謡
曲
。

そ
の
他

0

優
秀
者
に
は
各
賞
を

与
え
る
。

0

広
）
ち
ま
き

.”
 

曲
目

＼ノ

新

入

学

児

を

交

通

事

故

か

ら

守

ろ

う
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木
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ー

胄
――
 

お
腹
の
虫
退
治
は

徹
底
的
に

先
般
、
部
落
長
さ
ん
を
通
じ
て
、
お

願
い
い
た
し
ま
し
た
、
緑
の
羽
根
募
金

は
皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、

目
楯
額
一

0
、

l

O
 
0

円
を
超
え
一

0
、七

9
-

――1
0

円
の
実
績
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
募
金
は
、
県
下
で
―
―

-
0
0
:

万
円
集
め
ら
れ
、
県
貨
一

0
0万
円
と
．

合
せ
て
記
念
植
樹
、
現
境
緑
化
、
県
民
[

＼
 

の
、
山
造
成
、
野
鳥
愛
護
林
造
等
、
国
’

土
緑
化
推
進
の
た
め
有
効
に
使
わ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
ご
協
力
，

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
〗

緑
の
羽
根
募
金

あ
り
か
と
う

自

然

5
月

28
日

5
月
刃
日

同

日

5
月

15
日

5
月
14
日

Vヽ

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
実
施

肱
川
農
協
茶
業
部

本
年
度
製
茶
加
工
を
、
下
記
に
よ
り

実
施
到
し
ま
す
の
で
生
産
者
の
方
は
、

出
荷
し
て
下
さ
い
。
‘

一
、
操
業
予
定
五
月
一
日

l
五
月
二

十
日
ま
で

一
、
委
託
加
工
料

生
茶
―

k

当
り
三
十
円

一
、
生
茶
買
入
価
格
委
託
販
売

市
況
に
よ
り
精
算
は
前
年
通
り

の
方
法
で
行
う
。

一
、
出
荷
方
法
例
年
通
り

（
但
し
数
量
及
び
氏
名
を
記
入
す

る
こ
と
）

本
年
度
、
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
の

一
月
末
の
寄
生
虫
検
査
の
結
果
、
虫
日
程
が
次
の
通
り
き
ま
り
ま
し
た
。

の
い
た
人
（
四
一
八
人
）
は
三
月
十
五
六
才
以
上
の
全
員
が
受
け
て
い
た
だ

日
ま
で
に
駆
虫
薬
を
服
用
、
そ
の
後
の
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
日
程
に
つ
い

検
査
を
三
月
二
十
八
日
に
行
な
い
ま
し
て
よ
く
承
知
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

た
が
、
検
査
を
受
け
た
人
は
二
三
二
人
，
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
日
程

で
あ
り
ま
し
た

0

5

月

13
日

午

后

1
時
半
ー

3
時
半

こ

の

検

査

の

結

果

は

、

薬

が

き

か

な

大

谷

小

学

校

か

っ

た

の

で

し

ょ

う

か

、

ま

だ

虫

の

い

午

后

1
時
半
ー

3
時
半

る
人
が
一
―
八
人
（
五
一
が
10)

も

あ

り

，

宇

和

川

集

会

所
午
前

10
時
ー

11
時
半

ま
し
た
。

ま

だ

虫

の

と

れ

て

な

い

人

に

は

別

途

中

居

谷

公

民

館

に

通

知

書

を

送

り

ま

す

の

で

、

再

び

駆

午

后

1
時
半
ー

3
時
半

虫

薬

を

服

用

し

て

徹

底

的

に

虫

退

治

を

正

山

小

学

校

し

て

下

さ

い

。

午

后

1
時
半
ー
3
時

岩
谷
小
学
校
，

午
后
1
時
半
ー

3
時

中
津
小
学
校

を

製
茶
加
工
に
つ
い
て

大

切

よ
A

つ
ヲ
ら
ー

わ
し
を
＇

ほ
だ
灯
に
す
る

ヽ

つ
も
リ
カ
ー
っ
Lロ

4月25日～ 5且i日勺

□: 
鹿 野川 自 然 公 園

嚢

に

午
后
1
時
半
ー

3
時

半

予

子

林

小

学

校

午
后

1
時
半
ー
3
時

半

鹿

野

川

・高
校
分
校

な
お
こ
の
検
診
の
と
き
「
腸
゜

パ
ラ
チ
フ
ス
予
防
注
射
」
又
は
、

「
日
本
脳
炎
予
防
注
射
」
を
一
し

ょ
に
行
な
う
予
定
で
あ
り
ま
す
。

6
月
7
日

5
月

29
日


